
日 米 の 生 活 比 較

泉 敬子

The Comparison between Japanese and American Life

Keiko Izumi

アメリカの歴史は植民地時代に始 まり、約

170年 間を経 て1776年 独立 したこ とは周知の

通 りであ る。

アメリカはWASPと い う言葉で代表 され

るように 白人(White)、 アングロサ クソン

(AngroSaxon)、 新教徒(Protestant)が ア

メリカ社会の支配的な階層である。アメリカ

は もともとイギ リス本島か ら移住 して来た

Protestantに よって作 られた国であり、彼 ら

はプロテスタン トの思想 と自営農民制度 と英

語 をアメ リカ大陸に持 って来たと云われ る。

アメリカの歴史よりみて多民族国家であり、

殊 に第二次世界大戦後は更に多様 な人種 と民

族が入って来た。即 ち、戦前から亡命 して来
れい

ているユ ダヤ人のほか、アフ リカか ら奴隷 と

して移民 させ られて来た人々の子孫である黒

人、ラテンアメリカ系(キ ューバ、プエル ト

リコ、メキシコ)ア ジア系(ベ トナム、フィリ

ッピン、韓国など)の 人々などがアングロサ

クソン系 の白人によるアメ リカ社会に流入し

て非常に多様性の高い一つの社会をつ くって

いるのが実態である。このような社会 を統一

して行 くために、アメリカは大 きな社会的エ

ネルギー を使わなければならないのが現状で

ある。これに対 して日本は1億 余の人口の殆

どが単一人種、単一民族であ り、従って考 え

方や行動 なども画一的な面が多 く、アメリカ

と対照的である。

各種の多様性 を受け入れて来たアメリカと

単一民族のわ くの中で生活 して来た日本社会

とは当然ことなる事象が存在す ると思われる。

従 って、それぞれの社会に住む人はどのよう

な生活をしているのかを比較検討 してみたい

と考え、本資料の作成 を行 った。

本報告は1988年 のホームステイ、1989年 の

2ヶ 月余の滞在の経験 と文献による調査をま

とめたものである。

1社 会生活面

① 社 会 資 本 ・… ・・図(1)(2)(3)表1

日本 は 社 会 資本 の 蓄 積 とい う点 で は ア メ リ

カ に 比 べ て極 め て お くれ て い る。

殊 に 都 市 公 園 、 図 書 館 、博 物 館 、 下 水 道 普

及 率 な どに大 き な差 が あ る。

都 市 公 園 … … ア メ リカ で 比 較 的 公 園 に 恵 ま

れ な い ニ ュ ー ヨー ク で も、 セ ン トラ ル パ ー ク

は308ヘ ク ター ル あ り、人 口1人 当 た り19.2m2

で あ る。日本 で は 国 営 昭 和 公 園 が180ヘ ク ター

ル で広 い が 、 セ ン トラル パ ー ク の60%位 の広

さ で あ る。 も と も と 日本 の 国 立 公 園 制 度 は ア

メ リカ に な ら っ てつ くられ た もの で 、 ア メ リ

カ に約60年 後 れ て制 定 され た もの で あ る。

図書 館 … … 人 口10万 人 あ た りの 公 共 図書 館

数 は 日本 が1.5館 に 対 し て ア メ リカ は約4館
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図i-(1)都 市 公 園

東 京23区

大 阪

ニ ユ ー ヨー ク

ワ シ ン トン

(く らしの 国際比較1985よ り)

図1生 活関連社会資本

図1-(2)図 書館

._人 口10万 人 当 りの 公 共 図書 館数

図1-(3)博 物 館(人 口10万 人 当た り館 数)

(1978年 度調査)(図 でみる生活 白書S62年 版)

表1図 書館蔵書数

国立国会図書館 国立以外 アメリカ合衆国議会 図書館 ニ ュー ヨー ク公 共 図 書館

本 部4288,742

支 部4645,132
133,290 20,000,000 12,000,000

、

(日本の図書館1987よ り)

である。アメリカ最初の公立図書館は1854年

ボス トンに設立されたが、19世 紀末から20世

紀始めにかけてカーネギーの寄付により本格

的に始 まった。市民への貸 し出しは無料が原

則であ り日本当初の有料 というのとは異なる。

日本 も1946年 、アメリカ占領軍の勧告により

無料化された。

博物館一…人口10万 人あたり、日本では0.5

館、アメ リカはその4倍 の2館 である。

博物館、美術館 も原則 として無料。志だけ

ということであり、 日曜日には多くの人々が

出かけている。全米の博物館は4600を 数え、

中でも世界最大規模の博物館 と美術館の集合

体 としてワシントンにスミソニアン ・インス

ティテユー ションがある。1)

② 医療

医師の数は人口1万 人あた り日本は14入、

アメリカは18人 であ り、看護婦は 日本45人 に
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対 してアメリカは66人 である。アメリカでは

医療費の高いことはよ く知 られているが1982

年で 日本はGNPの6.7%、 アメリカは10.6%

となってお り、両国とも増加の傾向にあ る1)。

医療費の高い例 として盲腸の手術 をした場合

7日 間の入院 でニュー ヨー クでは6050ド ル

(1ド ル150円 として約90万 円)、 サンフラン

シス コでは4348ド ル(約65万 円)の 費用がか

かると云 う2)。日本は医療保険制度に基づ く

医療制度であるのに対して、アメリカは自由

診療が中心であるため、各州によってもかな

り医療費はちがって くる。

ア メリカの病院はメイヨー クリニ ックを始

め、 ジョンホプキンス大学附属病院その他世

界的に著名な病院が多 く、高度の医療体制が

しかれている。 日本の医師 もアメリカの病院

で研究をして くる者が年々多 くなっている。

今回見学 した病院では、入院室は日本のよ

うに個室が多く用意されているのではな く、

大 きなへや をカーテンで仕切 って何人もの入

院患者 を収容 している。ベ ッ ドはス トレッチ

ヤー形式のものをつかいそのまま検査室に運

んで行 くことができるようになっている。

救急病院では入院患者を緊急度によりふ り

わけ、急を要する患者は即治療 を開始するが

それ程一刻 を争 う必要のない患者に対 しては

ベ ッ ドの上でかな りの時間待機 させ ている。

諸検査は徹底的に行われ、その結果は1～2

時間のうちに分か るような仕組みになってお

り血液検査等に1週 間位 もかかるという日本

の場合 とは大 きく異なっている。

外来の患者に対 して徹底的に話を聞 き、患

者の気持 ちを和 らげて治療 を行 うや り方は、

日本の病院で1～2時 間待って医師 との接触

は3分 間 という実情に比べ、学ぶべ きところ

が多いと考える。又、小児科医は子供に不安

を与えないよう白衣を着用 しない傾向にある。

子供は安心 して医者 と会話 を交わし、手術 を

必要 とす るような場合 でも、不安 を持たずに

治療 をうけるという。
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GNPに 対す る総医療費の割合

1960.65707580 82年

本

(「 くら しの 国際 比較」1985)

図2GNPに 対 す る総 医療 費の 割合

表2ア メ リカ貧困 レベル以下の中民(1985)(単 位%)

全人種 白 人 黒 人 ヒスパニ ック

北東部 11.6 9.8 28.0 39.2

中東部 14.9 11.4 35.3 27.4

南 部 16.0 11.9 32.7 27.7

西 部 13.0 12.1 20.1 26.0

合 計 14.0 11.4 31.3 29.0

「1988ア ル マ ナ ッ ク」

③ 貧困

アメリカは貧富の差が大 きい国である。貧

富は人種によって異なっている。

表2に 見 られるように貧困レベル以下(4

人家族で年収1万1200ド ル以下)の 市民は白

人11.4%、 黒人31.3%、 ヒスパニック29.0%

という比率 である1)。

人種による就職の差別は現在においては以

前に くらべたらだいぶ改善されていると考 え

え られ るが、黒人や ヒスパニ ックの 中には

中々職を得 られない者 もお り、為 に貧困レベ

ル以下のところにその割合が多くなっている。

日本は貧富の差が少ない国 となっている。

第二次世 界大戦前までは貧富の差が大 き く
"赤貧洗 うが如 く"と 表現されるような家庭

が特に農村においてみられたが、現在ではそ

のようなことがな くなったことは幸せである。
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表3日 本 ・アメ リカ小売価格の比較

(東 京=100)

東 京 ニ ュ ー ヨ ー ク

項 目 単 位
(円) 換算価格(円) 価格比

食 パ ン 1kg 371 293 79

牛 肉 11 354 141 40

鶏 卵 1kg 254 180 71

キ ャ ベ ツ 1kg 226 106 47

た ま ね ぎ 1kg 144 104 72

食 用 油 11 341 279 82

背 広 服(冬 物) 1着 51,300 40,144 78

ワ イシ ャ ツ(長 袖) 1枚 3,865 3,590 93

ス カ ー ト(冬 物) 1枚 8,810 12,149 138

カ ラ ー テ レ ビ 1台 125,600 62,615 50

ガ ソ リ ン 1尼 125 38 30

理 髪 料 1回 2,755 1,816 66

パ ー マ 代 1回 5,750 7,646 133

ク リ ー ニ ン グ 代 1着 881 966 110

(東洋経済 「統計 月報」1988.9)

④ テレビ、ラジオ

1984年 ～1986年 にかけて、人口1000人 当た

りのテレビの台数はアメリカ790台 、 日本563

台(平 均1家 族1台)と その他の国に比し、

両 国とも普及率は高い。テレビ局 もラジオ局

も日本はNHK中 心で民放は少 いがアメ リ

カは民放が中心で内容 も多彩である。テレビ

局ではニュース番組のみを取扱っている局、

映画のみを放送する局、音楽番組中心の局 と

いうように非常に多様性があり、全国的に同

一に放映 され るNHKの よ うな番組 を見て

いる日本の状況 とはかな り趣 きが異なってい

る。

⑤ 生活物価

日本、ア メリカの小売価格 を比較す ると表

4の ようになる。東京を100と してニュー ヨー

クと比べた指数は牛肉40、 キャベツ47、 カラ

ーテレビ50、ガソリン30と いうようになって

お り、如何 に東京の物価が高いかが分 る。ス

カー ト(冬物)、 パーマ代、 クリーニング代等

はニュー ヨー クの方がやや高 くなっているが

総体的に 日本 は衣、食、住に関して暮 らしに

くいと考 えられる。住生活は広大な土地をも

つアメリカに比し、せまい土地の 日本は地価

が大変高 く、従 って家賃 も高 く、住宅への満

足度は44%で アメリカの満足度71%に 比し大

きな差がみ られる。更に美 しい居住環境の中

で くらす ことへの満足度は 日本では6.4%に

過 ぎず、アメリカの満足度39.3%に 比べて も

居住環境の改善が望 まれる。

II家 庭生活面

① 家計の消費動向

国民所得に占める家計消費の割合(家 計消

費比率)は アメリカは65%、 日本は60%で あ

る。1985年 の家計の消費構造 を比較すると表

6の ようになる。エンゲル係数 をみると日本

は24.1%ア メリカは15.8%で 、前述の表3か

らも分 るように 日本の 食料品の高いことは

国民の生活に大きな影響 を与えるので、食肉

や農産物等の食料輸入の拡大 を考 える必要が

あるのではないか と考える。
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日
本

ア

メ

リ
カ

70

75

83

70

75

83

図3家 計消費比率 (「 くらしの国際比較」1985)

交通通信 家具家庭器具

その他 教養娯楽 医療保険 家賃・光熱費 被服 食料(%)

日 本 16.8 9.3 9.3 10.3 5.5 19.2 5.5 24.1

ア メ リカ 20.7 7.9 10.2 11.1 6.2 21.6 6.5 15.8

(「 くらしの国際 比較」1985)

図4家 計消費構造

表4ア メリカ並みの価格 を仮定 した場合

ア メ リ カ と の 比 較

わが国の家計 ア メ リカの 費 ア メ リカ並 の ア メ リカ並 の

消費支 出額 目別相対価格 価格 を仮定 し 価格 を仮定 し

(日 本=100) た場合 の支 出 た場合 の支 出

額 額の現実 の支

出額に対す る

割合

食 料 74,369円 48 35,697円
丶

住 居 13,748 77 10,586

光 熱 ・水 道 17,125 51 8,734

家 事 ・家 具 用 品 12,182 82 ..;.

被 服 ・ 履 物 20,176 84 16,948
72

保 健 ・ 医 療 6,814 100 6,814 (=207,868/

交 通 ・ 通 信 27,950 91 25,435 289,489)

教 養 ・ 娯 楽 25,269 69 17,436

教 育 12;157 145 17,628

その他 の経費支 出 79,699 74 58,601 ノ

家計消費支出合計 ;.,;. 207,868

(経済企画庁編 「21世紀への基本戦略」)

わが国の家計消費支出額 をアメリカ並みの

価格 と仮定 して考 えると現在の約72%の 消費

支出となると云われる。

② 家計貯蓄率

アメ リカは伝統的に家計の貯蓄率 は低い。

これはアメ リカの税制において借金の金利返

済が課税対象から全額控除できることになっ

ていた為 といわれるが、一部税制改革 を行っ

た現在で も貯蓄率は下降 して1985年 調査 では

5%と なっている。これに対 し日本人は昔か
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(「 くらしの国際比較」1985)

図5た んぱ く質 ・脂質 ・炭水化物の熱量比率(PFC比 率)

ら貯蓄 を好み、同年に17.3%と なっている。

アメ リカは年金等社会保障制度の確立により

特に貯蓄をしなくても将来に不安 をもつ必要

のない事 も一因と考 えられる。

③ 自家用保有台数

1000人 当たりの乗用車の保有台数はアメ リ

カの531.9台 に比べ 日本は208 .6台 となってい

るが、オー トバイ ・スクーターなど二輪車は

生産、保有台数 とも世界一 となっている。

又、 トラックやバスの保有率が高いのも日

本の特徴 である。 日本は道幅がせ まく、オー

トバイや スクーター等の普及率が高 くなって

お り、又、交通事情の影響で夜間を通 して24

時間走っている トラックが多いのもうなづけ

る。

アメリカでは1人1台 自家用車 を持 ってい

る家が多く、車 を買えない人達がバスや電車

を利用 している状態であると見て もよい。

④ 食生活

たんぱ く質、脂質、炭水化物の熱量比率 を

図5に 示す。この比率は 日本の場合、略々理

想数値 を示 しているがアメリカの場合は、脂

質が過剰 で炭水化物が少ない。

しかし日本において も最近欧米に近い食事

を摂るようになって来たので脂肪の とりすぎ

には十分留意しなければならない。

アメリカ人はコレステロールの過剰摂取や

脂肪、糖分の過剰摂取による肥満に対 して、

極力食事に注意してお り、一昔前よりはやや

肥満の人が減少 しているように思われる。

⑤ 家事に対する考 え方
「結婚後は夫や子供 など家庭 を中心に考 え

て生活すべ きである」 と考 える人が 日本 人

71.3%、 アメ リカ人17.6%と 大 きなちがいが

みられる。又、夫婦共働 きの場合 「家事分担

は夫 と妻が平等にすべ きである」 と考 える人

は 日本人男子では23%女 子では27%に 対 し、

アメリカ人では男子73%、 女子75%と 日米に

大 きなちがいがみられる。 日本では昔か らの
"家"制 度の考え方が現代において も引 き継

がれて来ていると考 えられ る。

現代は既婚婦人の就業率1)が50%を 超 えて

いる時代でもあ り、家族全体が分に応 じて家

事 を分担する方向で考 えて行 くことが必要で

あろう。アメ リカの家庭では共働 きか否かに

拘 らず、夫がよ く家事 を分担 している。食事

のサービス(皿 を運んだ り、ワインの用意を

した り、肉を焼いた りなど)、掃除、庭の手入

れ等々である。妻 も決 して手ぬ きをしている

のではな く、 自分のなすべ きことは実によく
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表5父 親の評価

1

2

3

4

5

都内の中学 に通 う

2年 生男子50名 による

父親は どんな人か

忙 しい68.0%

信 頼 で き る…… …48.0

た くま しい … ……48.0

頼 りが い が あ る…36.0

男 らし い32.0

都 内のアメ リカンスクールに

通 う2年 生 男子50名 に よる

父親は どんな人か

1立 派 な60.0%

2信 頼 で き る … … …60.0

3rtし い58.0

4偉 大 な56.0

5た く ま し い … … …38.0

夫婦 ・本人 と

単独蹄 夫婦のみの世帯未㌘子供世帯 雪 代世帯 そ卿(%)

ア メ リカ 41.3 40.0 83 8.8

1.6

(「 く ら しの 国 際 比 較 」1985)

図6日 本 ・アメ リカの家族構成

処理 してお り家庭生活全体が合理的であ りゆ

とりをもっているように感 じられる。

因みに女性の社会で働いている年齢 を比較

すると日本では25～35才 までの間は結婚、出

産のため専業主婦になるケースが多 くみ られ、

40才 を過 ぎてから就労する人が多い傾 向であ

る。(パ ー トが多い)こ れに対 しアメリカでは

結婚、出産によって専業主婦 とはならず、仕

事 を継続 しているケースが多い。保育所等が

日本に比 し完備 されていることも一因であろ

う。そして45才 以降は引退 して地域活動やボ

ランティアに従事する人が多いと聞いている。

⑥ 父親の存在

日本の父親は近年その権威が失われている

傾向にある。唯、家族のために働 くことを余

儀な くされ、子供の 目に映る父親像は"忙 し

い人"で ある。アメリカの父親は子供が職業

をえらぶ時にも父親 を信頼 して、その影響 を

うけてお り、父親は"立 派な人"と いうよう

に受けとめている。 これは都 内中学(男 子)

2年 生及び都 内のアメ リンカスクールに通 う

男子2年 生(ア メリカ人)そ れぞれ50名 宛に

アンケー ト調査 をしてもらった結果であ り表

5の ようになっている。子供からの評価はア

メ リカの父親の方が 日本の父親に比べて高い

結果 となっている。

⑦ 家族構成

アメリカの世帯形態は最近大 きく変わって

来ている。即 ち独身世帯が増加 し、夫婦中心

の世帯が急減している。 日本では現在単独世

帯5.7%に 対 しアメリカは41.3%、 三世代同居

は 日本で36.9%、 アメリカは1.6%で 極めて少

い 。

日本は昔か らの家族制度にもとつ く考え方

が依然 として根強いことを示 しているが、一

方 日本においては高令者世帯が必要 とす るサ

,・
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一ビスを家庭外か ら受けることが困難である

ことも一因であろう。又、精神的 自立の訓練

が若い時か ら行われて居 らず、年をとったら

子供の世話になるという子供依存的な考え方

を持つ人が未だに多いということも挙げられ

る。

⑧ 高齢化

日本は1970年 度に既に高齢化国の一つ とな

ったが1988年 度には老年人口が11.2%と なっ

た。図7に みられるようにアメリカは徐々に

高齢化が進んで来たのに対 して 日本は急速に

高齢化が進んで来ている。

アメリカの社会は退職 をして も老後の生活

は保証されてお り、退職後は悠々 自適の生活

が送れ る・とい う状 態にあ り、 まさにhappy

retirementで ある。

日本の場合は必ず しも退職後の生活は保証

されておらず、ために老後 も 「収入を伴 う仕

事」を希望する者が多い。即ちアメリカ人が

イメージする老後 と日本人のそれ とは大 きく

異なっている。

高齢化社会において心身共に健康な老人が

生活を保証 され安定 した楽 しい生活ができる

ようであ りたいと希望するものである。

以上、 日米の人々の生活 を社会生活面及び

家庭生活面について比較検討 を行 って来たが、

更に文化的な面、政治経済の面等 と考 え合 わ

せ る時、アメリカに比し日本はまだまだ充実

した社会生活を営んでいるとは考えられない。

アメリカと日本は上記のように異なった社

会組織 をもつ国でるあるが、現代においては

共に世界に極めて大きい影響 を与え得る力 を

もった国である。両国の間には貿易摩擦や農

産物の自由化等の解決すべ き問題があるが、

両国は更に理解 を深め、これらを解決して、

世界の発展に寄与することを期待 したい。

附記:文 中のデーターについては 日米比

較研究会のデー タを引用させて頂いた。
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